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技能労働者の技能の「見える化」の目的とねらい

【背景】

建設技能労働者は様々な工事現場での施工に従事し、その施工力に係る経験や
資格は、現場や会社ごとに自ら申告することで、評価・管理されている。

このため、技能労働者にとっては技能を磨いてもそれが適切に評価されず報われ
にくいとともに、建設企業にとっても技能労働者の能力は既存の取引先からの紹介

客観性の欠如

適切な評価・把握が困難

将来にわたり建設産業の担い手を確保するためには 技能労働者が一人一人の実力に見合った評価と処遇を受け

にく とともに、建設企業にと ても技能労働者の能力は既存の取引先からの紹介
や評判等に頼らざるを得ず、適切に把握することが難しい状況となっている。

高いレベルの技能を有していても、それに見合った評価が受けられないことが多い。

将来にわたり建設産業の担い手を確保するためには、技能労働者が 人 人の実力に見合った評価と処遇を受け、
社会保険等の最低限の福利厚生は必ず受けられるような環境となることが必要である。

今 お 技術を活 すれば 技能労働者が保有する施 力等 関する情報を蓄積 活 する仕組 を構今日においては、IT技術を活用すれば、技能労働者が保有する施工力等に関する情報を蓄積・活用する仕組みを構
築することは技術的に十分可能となっている。

「見える化」のねらい

建設技能労働者が一人一人の技能に見合った適正な評価と処遇を受け、多様な業種で目標を持って自己研鑽すれば報われ将来展望も
持てるような魅力ある就労環境づくりを進める。

②

①

建設技能労働者の効率的な活用を図ることで労働市場の合理化を図る

「
見
え
る
化 ②

③

建設技能労働者の効率的な活用を図ることで労働市場の合理化を図る。

社会保険未加入対策を進める上で必要となる保険加入状況の確認の合理化・簡便化に資する。

化
」
目
標

これらの目的の実現に資するようなシステム＝技能の「見える化」システムを構築し、建設業界において関係者の理解
と協力を得てこのシステムの活用を浸透させることで、技能労働者の置かれている環境の改善等を目指す。

1



「見える化」システム導入スケジュール （H24「見える化」WG資料より）

平成２５年度は 前年度の論点整理等を踏まえ システム運用構想の取りまとめを目標とする

H25年度～ H26年度～H24年度 3月

平成２５年度は、前年度の論点整理等を踏まえ、システム運用構想の取りまとめを目標とする。

中

月

シ シ

運営やシステムの詳
細、メリット・コスト等

き方向を検

関係団体に
より構成

見える化

中
間
取
り

シ
ス
テ
ム

取
り
ま

シ
ス
テ
ム

システム構築

につき方向を検討

運
WG

（第1回～
第4回）

ま
と
め

見える化
WG

ム
運
用
構
想

ま
と
め

見える化
WG

案

取
り

システム構築
推進協議会
（仮称）

用

開

始想

枠組み構築に向
け基本的論点を

システム検討

り
ま
と
め システム構築作業

始

け基本的論点を一
通り議論

基本的論点の整理を
踏まえ更に詳細に論
点を整理し固めていく

システム検討
チーム（仮称）
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「見える化」の枠組みを構築するねらいや主体別の効果 （H24「見える化」WG資料より）

「見える化」の枠組みを構築するねらい「見える化」の枠組みを構築するねらい

建設技能労働者が有する技能に係る情報を継続的に蓄積し、どの事業者でも活用できるように「見える化」を進めることで、
①技能に見合った処遇や多様な業種でキャリアパスが実現される魅力ある就労環境づくりを進め、
②効率的な活用を図ることで労働市場の合理化を図るとともに、
③社会保険未加入対策を進める上で必要となる保険加入状況の確認の合理化 簡便化に資する

見える化」の枠組みを構築するねら見える化」の枠組みを構築するねら

主体別に想定される効果主体別に想定される効果

③社会保険未加入対策を進める上で必要となる保険加入状況の確認の合理化・簡便化に資する
こととする。

技能
労働者

・今まで十分雇い主に伝えられなかった保有する各種資格や経歴などを一覧できる形
で網羅的に提示することが可能となり、技能に見合った適正な評価と処遇につながる。

・自分の経歴等を一覧できるようになることで継続的スキルアップに向けたインセンティ
ブになる

◎技能労働者のモチベーショ
ン向上による良質な施工

◎多様な業種でキャリアパ
スの実現ブになる。

専門工
事業者

・技能労働者の資格や経験等が明確となって、評価・採用が行いやすくなり、優秀な技
能労働者の確保につながる。

・作業員名簿の作成や社会保険等の加入状況の確認など労務管理業務の効率化・省
◎優秀な技能労働者を雇用
する事業者としての評価

スの実現

事業者
力化が可能となる。

・法定福利費を確保するための技能労働者の加入状況を元請に示すことが可能となる。

・優秀な技能労働者を雇用する施工能力の高い専門工事業者を把握しやすくなる。
下請企業の施工体制台帳等管理書類の作成や下請企業に対する社会保険等加入指

する事業者としての評価

総合工
事業者

・下請企業の施工体制台帳等管理書類の作成や下請企業に対する社会保険等加入指
導業務が効率化・省力化される。

・当該工事に従事する技能労働者が明確になることから、発注者に対して必要な法定
福利費の請求を行いやすくなる。

◎適切な施工体制の確保

発注者
・より広い人材を擁する企業による施工が可能となり、法令を遵守した施工の確保が可
能となる。

・受注者から請求される法定福利費がどう配分されるか把握することが可能となる。

◎建設工事における生産性
の向上と建設生産物の品
質確保 3



技能労働者の技能の「見える化」のイメージ （H24「見える化」WG資料より）

管理機関は 全国一団体 民間公益団体とし 将来的には他のデータベースとの連携を視野に入れ 技能労働者・専門工事業

＜情報の登録＞ ＜情報の利用＞【管理機関】

管理機関は、全国 団体、民間公益団体とし、将来的には他のデータベースとの連携を視野に入れ、技能労働者・専門工事業
者・元請企業・発注者のそれぞれの主体が最新の情報を必要な時に登録・閲覧できるような仕組みとする。
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ベースベース

連 携
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閲覧

自
己
の
情
報【氏名】 ○○ ○○

【生年月日】 ○年○月○日
【ＩＤ】 0123456789
【工事履歴】 ○○整備工事
【資格】 ○級○○管理士

【研修受講履歴】職長教育・安全衛
生教育

録
①

録
②

報
閲
覧
・印
刷
活

【氏名】 ○○ ○○
【生年月日】 ○年○月○日
【ＩＤ】 0123456789
【工事履歴】 ○○建築工事
【資格】 ○級○○管理士

【研修受講履歴】職長教育・安全衛
生教育

一定の
目的に限定

【社会保険等】 ３保険の加入情報

技能労働者
建設企業

一定の
建設企業 等

活
用

建設企業

生教育
【社会保険等】 ３保険の加入情報

個人個人

同一同一IDID
個人個人

雇用・請負 雇用・請負

建設企業 等

適切な

評価・処
遇・講習

等

提示

技能労働者転職転職 技能労働者

個人個人IDID

技能労働者

個人個人IDID
等

建設企業
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システム構築に向けた課題 （H24「見える化」WG資料より）

システム運用構想の策定にあた ては ①各主体のメリット ②デ タ入力の担保 ③個人情報の取り扱い ④デ タの信頼性確システム運用構想の策定にあたっては、①各主体のメリット、②データ入力の担保、③個人情報の取り扱い、④データの信頼性確
保、⑤コスト（運営管理費用など）の各課題をクリアできる枠組みを検討する。

システムを使うプログラ
ムソフトやシステムの運
営管理費用が高額とな
らないか

企業や労働者が新しい
システムを使うメリットを
感じるか
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性

③個人情報の扱い

個人情報が適切に保護
されるか
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